
　令和４年度の区長・消防団・交通指導員が決まりましたので紹介します。（敬称略）

上里町と地域の上里町と地域の安全安全とと発展発展にに
ご尽力いただく方々をご紹介します！ご尽力いただく方々をご紹介します！

　令和４年度の区長が、各行政区より推薦され決まりました。区長の仕事は、行政と住民とのパイプ役
となっていただき、住みよい町・地域づくりのため、先頭に立って町・地域の行事を進めていただきます。

行政区 氏名 行政区 氏名 行政区 氏名

1 黛
吉田　一彦

14

横 　 　 町 松本　直樹

20 三 　 　 軒

宮林　和彦
岸　　智敏 阿  保  町 石井　秀一 五十嵐善彦

2
金     下

竹之内　務
長  浜  町

中川　武彦 飯島　　茂
中村　孝布 根岸　　優 大西　寛治

金  下  東 大谷　明雄

15

立 　 　 野
八子　哲也

21
四  ッ  谷 邉見　　晃

金     上 飯塚　　明 黒澤　利夫
久 保 新 田

保延　辰夫

3
内 　 　 出 岡芹　孝行

立  野  南
小櫃　研一 河野　光彦

西 　 　 金 岩田　義典 木村　鉄雄
22
西 原 町 東 松本　琢美

4
勝     二 飯塚　　豊 久 　 　 城 柴藤　一生

西 原 町 西
根津　　修

勝     一 安原　源司

16

本  郷  二
後神三知雄 塩原　俊典

5
原     二 清水　徳次 久保田　一

23 一  丁  目
上野　文一

原 　 　 一 清水　澄雄
本  郷  一

清水　慶弘 田仲　貫一

6
天 　 　 神 赤沼　雅明 金井　　孝 小暮　勇治
真 　 　 下 清水　敏治 本  郷  三 坂上　春美

24 二  丁  目
齋藤　富彦

7 堀     込
久保　　勉

17 京     塚

戸口　吉雄 斉木　芳春
南　　光弘 小林　政勝

25 三  丁  目
髙﨑　靖夫

8
宿 田端　雅人 菅野　信行 矢島　久美

屋 　 　 敷 岩田　茂雄 二村　英之
26 四  丁  目

荒木　貞夫

9
東宮十八軒四軒家 三澤　栄丈

18 古  新  田

岩屋　孝治 山下　　登
中・ 南 五 明 須田　孝史 福島　勝弘

27 五  丁  目
小野　展義

10

下 　 　 郷 立石　隆一 斉藤　正光 岩田　敏明
久 　 　 保 関根　健次 内山　幸雄 阿部　祐司
上 　 　 郷 久保　貴之 新田　宏美

28 宮  本  町
若海　弘幸

宮 鈴木　清司

19 三 　 　 田

吉田　　登 小林　重昭

11
東  大  南 小暮　孝之 安西　道明 岩田　秀夫
西 大 御 堂 角田　　実 鬼﨑　篤久

29 東 　   町
濱崎　康男

東  大  北 相川　恭男 武井　秀虎 田中　敏雄

12
寺 西・ 新 堀 中村　広三 武田　義明

30 八 町 河 原
田端　　昇

並 木 ・ 沖 松本　親光 菅原　惠子 柏倉　伸也

13
岡 ・ 東 堤 植原　寛一

31 忍 　 　 保
原　　　清

田中・石倉・丹蔵 飯島　雅利 花形　義明
堀  之  内 今泉　好美

～行政と住民のパイプ役～区長
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　４月１日付けで、町の交通指導員として金杉記
明氏、並木康尋氏が再任されました。本年度も９
名の交通指導員に町の児童・生徒の保護誘導活動、
街頭指導等にご協力いただきます。

交通指導員
石井　治幸 金杉　記明 金杉　正美

川浦　利幸 木村　達夫 甲野　　覚

田村　四男 並木　康尋 藤井　長平

　前第二分団長清水淳氏が退団され、４月１日付
けで、後任に第二分団長金井哲也氏が任命されま
した。

消防団本部役員
団　　　長 髙橋　光晴
副　団　長 松本　宏一
第一分団長 今井　将巳
第二分団長 金井　哲也
第三分団長 髙杯　　末
第四分団長 福田　隆幸

～町の安全を守る～交通指導員～町民を火災・災害から守る～消防団

◀
神
川
町
消
防
団
と
合
同

で
「
積
み
土
の
う
」
を

実
施
し
て
い
る
様
子

　
消
防
団
は
水
防
団
も
兼

ね
て
お
り
、
水
害
等
に
備

え
て
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
積

み
土
の
う
等
の
訓
練
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
は
、「
立
哨
指
導(

り
っ
し
ょ
う
し
ど
う
）」

と
し
て
交
通
量
の
多
い
交
差
点
な
ど
に
立
っ
て
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
、
交
通
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◀
交
通
指
導
員
が
実
施
す
る
立
哨
指
導
の
様
子

　
特
別
点
検
は
消
防
設

備
等
の
整
備
に
万
全
を

期
し
、
火
災
等
の
災
害

に
備
え
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

▶
特
別
点
検
の
様
子

町
長
コ
ラ
ム
山
下
　
博
一

44

ま
ち
づ
く
り
び
と
が
集
い
ま
し
た

4
月
10
日
㈰
、
神
保
原
駅
北
ま

ち
づ
く
り
第
１
回
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〜
駅
北
を
歩
こ
う
〜
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト

で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
、
ど
ん
な
施
設
が
必

要
な
の
か
、
賑
わ
い
を
生
み
出
す

仕
掛
け
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
て
行

く
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
は
、
中
学
生
、
子
育
て
世

代
そ
し
て
50
代
か
ら
70
代
ま
で
21

名
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
つ
も
り
に

な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
駅
北

を
も
う
一
度
歩
い
て
み
よ
う
と
い

う
趣
旨
で
、
４
班
に
分
か
れ
自
分

の
足
で
１・
７
キ
ロ
ほ
ど
を
歩
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。
駅
北
口
か
ら

17
号
に
向
か
う
停
車
場
線(

県
道)

、

大
型
商
業
施
設
（
製
糸
工
場
）
跡

地
、
中
山
道
、
安
盛
寺
な
ど
を
順

に
巡
り
、
お
寺
の
境
内
に
あ
る
蚕

影(

こ
か
げ)

神
社
や
駅
と
製
糸
工

場
を
結
ん
で
い
た
ト
ロ
ッ
コ
線
跡

に
も
立
ち
寄
り
、
上
里
の
近
代
を

支
え
た
養
蚕
と
製
糸
業
の
歴
史
も

確
認
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
班
ご
と
に
意
見
を
発

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
駅
の

周
り
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
南
北
自
由
通
路
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
な
く
お
年
寄
り
や
子

育
て
に
は
不
便
」「
停
車
場
線
は

狭
く
、
歩
道
も
な
く
、
ク
ラ
ン
ク

が
あ
る
た
め
子
供
た
ち
に
と
っ

て
危
険
」「
駅
通
り
に
は
お
店
が

な
く
、
休
憩
す
る
と
こ
ろ
も
楽
し

め
る
場
所
も
な
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
一
方
、「
生
糸
で

発
展
し
て
き
た
歴
史
を
ま
ち
づ
く

り
の
種
に
で
き
な
い
か
」「
お
寺

や
神
社
に
緑
も
あ
る
、
伝
統
×
お

し
ゃ
れ
×
お
も
し
ろ
い
と
い
う
掛

け
算
で
多
世
代
が
憩
え
る
ま
ち
が

つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
大

型
商
業
施
設
（
製
糸
工
場
）
跡
地

が
空
き
地
の
ま
ま
で
は
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
年
代
も
経
験
も
異
な
る
方
々
が
、

お
互
い
の
観
察
や
意
見
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
わ
が

事
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
が
印
象
強
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
次
回
は
５
月
15
日
㈰
、
テ
ー
マ

は
、「
将
来
の
駅
北
に
ど
ん
な
暮

ら
し
が
あ
り
、
ど
ん
な
人
た
ち
が

行
き
来
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
想

像
し
て
み
よ
う
」
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
び
と
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

▲班ごとに分かれ意見を
　出し合う様子
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